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ご使用の前に必すこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

日本書はいつでも見られる場所に大切に保管してください。

■取りはすしてある部品は、本書をよくお読みの上取り付けてください。

■本品を他のかたにお議りになるときには、必す本書もあわせてお渡しください。



安全にお使いいただくために

●本製品は組み立て式になつております。 降 請晰許

付属金具類のなまえとはたらき」で数量をご確

認の上、「組み立てかた」に沿つて組み立てて

ください。

●下記に示した注意事項は、取り扱いを誤るとお

子さまに危害や物的損害の発生が予想されます。

危書 ・損害の大きさ、切迫度により睫竪章」鵬彗到

に区分して表示しましたので、こ使用前によく

お読みの上、安全のために必すお守りください。

表示 表示の内容

△警告

この警告を無視し誤つた取

り扱いをすると、人が死亡

または重症を負う可能性が

ある内容を示しています。

△注意

この警告を無視し誤つた取

り扱いをすると、人がケガ

をする可能性や物的損害が

おこる内容を示しています。

△警告

●次のような場所は危険です。使用しなしヽで

ください。

転落の危険がある場所
中階段の降り回、ベラ

ンダの出入回、玄関な

どの段差、縁側、テー

ブルの上など高しヽ場所

戸外、道路上

●2人以上のお子さま

を同時に乗せなしヽで

くださしヽ。

●お子さまを乗せたま

まで各部の操作や調

整は絶対に行わなしヽ

でくださしヽ。

●使用時は、必すセーフティベル トをしてく

ださしヽ。また、使用しなしヽとき|よ、セーフ

ス トーブ、アイロンな

どヤケ ドの危険のある

ものの近く

転倒の危険がある場所
…床に段差のある場所、

座布団など障害物のあ

る場所

書」れやすいもの、落下

のおそれのあるものの

近く
●シートに立ち上がつ

たり、テーブルやガー

ド、トイトレーの上に

乗らなしヽでください。

●破損や故障した場合

には、絶対に使用し

なしヽでくださしヽ。



△注意

●使用月齢を守つてくださしヽ。
・使用対象月齢|よ、フカ月～]5ヵ月までです。
・使用対象月齢であつても、つかまり立ちができるようになつてからこ使用ください。

また、1人歩きできるようになりましたら、使用しなしヽでくださしヽ。

●お子さまを乗せたままで持ち運ぶのはおやめくださしヽ。

●収納状態まで折りたたむとき|よ、手などをはさまなしヽようにこ注意ください。

※長時間のこ使用は、おやめください。使用時間を守つてください。
・1回の使用時間は、20分 くらいが適当です。
・1日の使用時間の合計は、1～2時間以内にしてください。
。お子さまがいやがるときは、すぐに降ろしてください。

●梱包内容

①本体

●各部のなまえ

ガード
成長に合わせて6段階の高
さ調節が可能

トイ トレー

動物の声などが聞ける電子
トイ付き

テーブル
トイトレーを取りはすせば
テーブルとして使用可能

エリアロック

機能用ス トッパー

移動可能な範囲を360度
の回転範囲のみに制限でき
る便利機能

収納ポジシヨンロック
高さ調節の際、誤つて収納
状態に折りたたまれないた
めの機能

※組み立てる前に下図の部品がすべてあるかどうかご確認ください。

付属金具類

⑥蝶ナット41回
(シート固定用)

あ あ あ

⑥取扱説明書(本書)

背もたれ

シー ト
簡単に取りはすせて丸洗い
可能

セーフティベル ト
お子さまが誤つて本体から
転落したり、乗り出してケガ
をすることを防止できます。

脚
脚をたためばコンパクトな
薄型収納

ベース
壁や家具などに触れても傷
を付けにくいソフトなプロテ
クター付

サイレン トキャスター

フローリングの上でも音が
静かで振動も少ないお子さ
まにやさしい設計

※毛足が長いジユータンなどの上では、移動がしにくい場合があります。
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告部品 ・付属金具類のなまえとはたらき

②シャフトSクリップ

③単3電池2本(トイ用)

停(  10い(  いゆ



組み立てかた

セーフティベルトを図のように背

もたれの底にあるボルトに通し、

そこにシートを取り付けます。

図のようにシートに通したボルト

を本体ガードの穴に合わせて取り

付け、蝶ナットを4ヵ所ともしつか

り締めます。

①シートの下端に付属のシャフト(金
属棒)を通し、②クリップを反対側
の先端にとめます。(必す確実にと
まつていることを確認してください)

△注意

シートは必すシャフトを通し、クリップで回

定してください。ひもを通して固定したり、

クリップの固定が不十分だとシートがはすれ、

お子さまがケガをするおそれがあります。

観

トイ トレーの裏側の電池フタをコ

インなどではすし、単3電池2本を

入れ電池フタをはめます。

※付属の電池は動作確認用ですので

寿命が短い場合があります。

トイ トレーを本体テーブルにしつ

かりはめます。



缶部の操作

2S登薦気 | トイトレーの取り付け・取りはすしは、お子さまを乗せたままで行わないでください。

● トイ トレーの遊びかた

カリカリAン ドル
回すとカリカリ音が
します。

カリカリホイール
回すとカリカリ音が
します。

ガラガラでんわ

メロディボタン
動物の嶋き声やメロディが流れます。
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押すと言が出ます。
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8、るとガラガラ音が
します。

△注意

電池を誤使用すると、発熱 ・破裂 ・液漏れの
おそれがあります。下記にご注意ください。
・電池の取り扱いについては、電池の説明書
をよくお読みください。

・充電式電池(工カ ド電池)は絶対に使用しな
いでください。

・古い電池と新しい電池、いろいろな種類の
電池を混ぜて使わないでください。

・十一(プラスマイナス)を正しくセットして
ください。

・万一、電池から漏れた液が目に入つたとき
はすぐに大量の水で洗い、医師に相談して
ください。皮膚や服に付いたときは水で洗
ってください。

・ショー トさせたり充電、分解、加熱、大の

中に入れたりしないでください。
・長期間に使用しない場合は、電池をはすし
てください。

お子さまが誤つて本体から転落したり、乗り

出してケガをすることを防止できます。

△薔告

使用時は、必すセーフティベル トをしてくだ

さい。また、使用しないときは、セーフティ
ベル トのパックルを必すはすしておいてくだ

さい。ベル トが首に巻き付き、窒息する恐れ

があります。

●セー フテ ィベル ト調整の しかた

セーフティベル トの長さは、お子さまの

体に合わせて調節し、しつかりと締めて

ください。
ベル トの長さを調

節するときは、図

のようにベル トを

引つばります。

クルクル ドラム
回転させるとイラストが
変わります。

△注意

トイ トレーなどにジュースな
どをこぼさないようにしてく

ださい。内部に入ると作動不
良になる場合があります。

短
く
す
る

↓

と
き



移動可能な範囲をス トッパーを中心とした

360°の回転範囲に制限できます。(床面の

状態によつてはストッパーが多少移動する場

合があります)

△警告

エリアロック機能を使う場合でも、使用中は

お子さまを1人にせす必す保護者が付き添つ

てください。

ベースの前の部分を少し持ち上げ

た状態で、ストッパーを①押しなが

ら②右に回転させロック状態(下が
つた状態)にします。
※解除する場合はさらに③右へ回

転させス トッパーをあがつた状

態④にします。

|

お子さまの成長に含わせて高さが調節できます。(かかとが軽く床につく程度が目安です)

△警告|:麓搭提雲義橘面覇習鑑話騨 螺姿視
わないでください。

■ 本体テーブルの裏恨明こある高さ調節レパー

を下に引きながら、本体ガードを上下させ

て高さを調節してください。

躍1確実にロックされていることを確認の上、
お子さまを乗せて高さが適当かどうか確

かめてください。

この高さでは

使用禁止一一→

高さ調節レパー



収納状態まで折りたたむ際の安全機能です。

△注意 | :食雇喬急翠喜姿課芝荏摺R思振張墨馨碁香客ど港暑言戸
してください。

■ ①本体テーブルの裏面にある高さ調節
レパーを下に引きながら

②本体ガードを調節範囲よりさらに低
い位置まで下げます。

② この高さ

●シー トの取りはすしかた

■①
荏亮紀眠毬彊r柔忌%里准各長吊摂
態まで下がります。

②本体ガードが下がりにくい場合は、

指をはさまないように注意しながら、

本体ガードを押し下げてください。

シートをとめている

ガード裏側の蝶ナット

4カ 所を外し、シート

をガードからは

すします。

△注意

車体の清掃には、中性洗斉」以

外は使用しないでください。

部品の変質、劣化の原因とな

ります。

■1彰百ン 繰旨う
リップをはすします。

■

●本体の清掃について

車輪やプラスチック部品、金属部品の汚れは、水を含ませた

よくしぼつた布でふき取ります。汚れがひどいときは、薄め

た中性洗斉」を含んだ布でる、いた後、水を含ませたよくしぼつ

た布でな、き取り、洗剤分が残らないようにします。

サ

お芋入れのしかた

表示にしたがつて

洗濯をしてください 勘
目5い
手洗い

漂白剤は使
わないでく
ださい

ドライクリー

エングはしな
いでください

アイロン掛
けは しない
でください 揚S駆言

△曽告

取りはすした部品はお子さま

の手の届かない所に保管して

ください。

お子さまが誤つて飲み込むな
どの事故のおそれがあります。


